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明日の経営に役立つ　ウチダ・ゼミ（内田洋行経営教室）

株式会社　オリエント商会
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㈱　日本経営開発研究所パートナー
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凡 例

（1）　この事例は、あらゆる点において仮装してある。

（2）この事例は、会社経営の良い側面とか、また悪い側面とかを表

わす事例という意味合いは毛頭ない。

（3）との事例は、㈱日本経営開発研究所パートナー、経営ニｒ：／サル

ク：／ト藤巻孝次郎氏の作成にかかっている。

（4）この事例の使用については、株式会社内田洋行からの文書によ

る承認の取付が入用であると同時に上記経営コンサルタントから

の口頭による承認の取吋が入用である。

株式会社　オリエンタル商会

〔事例研究〕

日　　　　次

Ａ・株式会社　オリエンタル商会の歩み

1・個人商店　オリエン∵クル商会時代

2・株式会社　オリエン′クル商会への転換期

5・経営多角化時代・一

4。事務機械への本格的な進出期
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5・事務機械商品ラインの増加と販売体制の確立期・　　　　　　ｌＨ7

6・規模の拡大と労務問題台頭期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

7　立地問粗の顕在化期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・9

8．社長の海外旅行期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

皇　社内外諸問題についての地固め時代　…　　　　　　　　　　　　　12

10・店舗新築と移転期

Ｂ・株式会社　オリエンクル商会の現況

1・会社概況および組織機構

2．・営業活動

5．労務管理活動

4ｅ　会社体質一財務活動

15

15

15

・2　0

28

30


